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長万部町消防出初式
　１月５日、新春恒例の消防出

初式が町福祉センターで行われ

ました。

　消防関係者が、分列行進や式

典などで地域の安全を守る決意

を新たにしました。
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第 ４ 回

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

平成29
年

定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

　
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
非
常
勤
職
員
の
育

児
休
業
に
つ
い
て
、
特
別
の

事
情
に
よ
り
２
歳
ま
で
の
再

取
得
や
再
延
長
な
ど
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

○
町
長
等
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
平
成
　
年
人
事
院
勧
告
に

２９

伴
い
、
期
末
手
当
を
０
・
１

月
増
額
し
ま
し
た
。

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
　
平
成
　
年
人
事
院
勧
告
に

２９

伴
う
改
正
で
、
現
行
行
政
職

給
料
表
及
び
医
療
職
給
料
表

を
平
均
０
・
２
％
引
き
上
げ

（
若
年
層
に
重
点
を
お
い
て

改
定
）
、
ボ
ー
ナ
ス
・
勤
勉
手

当
を
０
・
１
月
増
額
（
再
任

用
職
員
は
０
・
　

月
増
額
）
、

０５

　
歳
未
満
の
職
員
の
昇
給
抑

３７制
１
号
俸
回
復
（
平
成
　
年
２７

１
月
１
日
昇
給
抑
制
分
）
を

し
ま
し
た
。

○
火
葬
場
設
置
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

　
火
葬
場
の
改
修
に
伴
い
町

条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例

　平成２９年第４回定例会は、１２

月１２日から１５日までの４日間の

会期で開かれました。

【１２月１２日】

　木幡町長から行政報告が行わ

れ、その後、条例の一部改正や

補正予算などの審議をしました。

【１２月１５日】

　一般質問に６人の議員が登壇

し、町政に対しての所信をただ

しました。その後、追加議案の

一般会計補正予算の審議、特別

委員会の視察調査報告を行いま

した。

　慎重に審議した結果、本定例

会に提案された議案すべてを原

案のとおり可決し、閉会しまし

た。

内
の
使
用
料
に
つ
い
て
　
％
２５

の
引
き
上
げ
、
町
外
に
つ
い

て
は
町
内
の
２
倍
と
し
ま
し

た
。

○
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

２９

　
正
予
算
（
第
９
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

４
０
５
１
万
８
０
０
０
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
　
億
５１

５
３
９
９
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
入
の
主
な
補
正
は
、
道

支
出
金
や
繰
入
金
な
ど
の
追

加
、
歳
出
は
、
漁
業
振
興
設

備
等
整
備
事
業
補
助
金
や
葬

斎
場
改
修
関
連
費
用
な
ど
の

補補補補補補補補補補
正正正正正正正正正正
予予予予予予予予予予

補
正
予
算算算算算算算算算算算

追
加
で
す
。

○
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

２９

　
正
予
算
（
第
　
号
）

１０

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

６
９
６
４
万
６
０
０
０
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
は
　
億
５２

２
３
６
３
万
６
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
補
正
は
、
繰
入
金

の
追
加
、
歳
出
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
関
連
費
用
の
追
加
で

す
。

○
平
成
　
年
度
国
民
健
康
保

２９

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
　

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

９
１
３
万
６
０
０
０
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
　
億
９

１０

８
８
１
万
２
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

○
平
成
　
年
度
介
護
保
険
特

２９

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

　
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

１
４
０
万
４
０
０
０
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
は
７
億
７

８
９
９
万
７
０
０
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

○
平
成
　
年
度
公
共
下
水
道

２９
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１０９８７６５４３２１
開催日会　　議　　名 辻

　（義）
柏
倉

 村
川

大
谷

橋
本

高
森

辻
　（紀）

長
﨑

北
川

○○○○○○○○○○１２月１２日
第 ４ 回 定 例 会

○○○○○○×○○○１２月１５日

○○○○○○○○○○１０月２５日第 ３ 回 臨 時 会

○○○○○○○○○×１１月２４日第 ４ 回 臨 時 会

○○○○○○○○○○１０月２０日

議 会 運 営 委 員 会
○○○○○○○○○○１１月１６日

○○○○○○○○○○１２月８日

○○○○○○○○○○１２月１２日

○○○○○○○○○○１０月２０日

全 員 協 議 会 ○○○○○○○○○○１１月１６日

○○○○○○○○○○１２月８日

○○○○○○○○○○１０月２０日
総 務 常 任 委 員 会

○○○○○○○○○○１２月８日

○○○○○○○○○○１１月１６日産業建設常任委員会

○○○○○○○○○○１０月２５日
議会改革等に関する
調 査 特 別 委 員 会

○○○○○○○○○○１１月２７日

○○○○○○×○○○１２月１５日

○○○○○○×○○○１０月５日
まちづくり・新幹線
調 査 特 別 委 員 会

○○○○○○○○○○１１月２７日

○○○○○○○○○○１２月８日

－－×○－－○○－－１０月１３日議 会 広 報 編 集
特 別 委 員 会 ○－○○－－×○－－１２月１５日

○（出席）　×（欠席）　－（出席対象外）

● 議員の出席簿 ● 平成２９年１０月～平成２９年１２月

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ

　
万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

１５予
算
総
額
は
３
億
３
３
４
３

万
７
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

○
平
成
　
年
度
ガ
ス
事
業
会

２９

　
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
収
益
的
収
入
か
ら
９
０
０

０
円
減
額
さ
れ
、
予
算
総
額

は
１
億
１
７
５
０
万
１
０
０

０
円
に
、
ま
た
、
収
益
的
支

出
に
　
万
４
０
０
０
円
が
追

１８

加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
１
億

２
７
５
２
万
４
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

○
平
成
　
年
度
水
道
事
業
会

２９

　
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
収
益
的
収
入
に
３
万
２
０

０
０
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
１
億
６
７
１
３
万
２

０
０
０
円
に
、
ま
た
、
収
益

的
支
出
に
　
万
４
０
０
０
円

３９

が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

１
億
６
６
８
４
万
４
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

○
平
成
　
年
度
病
院
事
業
会

２９

　
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
収
益
的
支
出
に
８
９
３
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
は
６
億
６
１
４
２
万

５
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
特
別
委
員
会
報
告

　
平
成
　
年
　
月
、
ま
ち
づ

２９

１０

く
り
・
新
幹
線
調
査
特
別
委

員
会
に
て
岩
手
県
・
青
森
県

を
訪
れ
、
新
幹
線
駅
周
辺
整

備
事
業
視
察
調
査
を
実
施
し

た
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。（
　
～
　
Ｐ

１４

１５

に
詳
細
を
掲
載
し
て
い
ま

す
）

○
所
管
事
務
調
査
及
び
閉
会

　
中
の
継
続
調
査

そそそそそそそそそそ

のののののののののの

そ

の

他他他他他他他他他他他
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大
谷
　
独
身
男
女
の
出
会

い
の
場
づ
く
り
や
マ
ッ
チ
ン

グ
と
い
っ
た
結
婚
を
支
援
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
　

都
道

４７

府
県
を
対
象
に
実
施
、
少
子

化
対
策
を
後
押
し
す
る
国
の

交
付
金
制
度
が
創
設
さ
れ
、

　
年
度
の
予
算
額
や
現
在
の

１７支
援
内
容
な
ど
の
意
見
が

あ
っ
た
。
　

年
度
は
、
大
部

１７

分
が
国
の
交
付
金
を
利
用
す

る
と
回
答
。
事
業
内
容
は

「
子
育
て
体
験
な
ど
の
開

催
」
が
最
も
多
く
「
結
婚
支

援
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
出
会
い

の
場
づ
く
り
」「
結
婚
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
」「
独
身
男
女

の
マ
ッ
チ
ン
グ
」
が
続
い
た
。

実
施
理
由
は
「
少
子
化
克
服
」

や
「
結
婚
を
希
望
し
て
も
出

会
い
に
恵
ま
れ
な
い
男
女
の

交
際
の
き
っ
か
け
と
す
る
た

め
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
。

成
婚
数
に
つ
い
て
一
定
の
評

価
が
で
き
る
と
指
摘
、
ま
た

事
業
の
主
な
理
由
は
「
安
全
・

安
心
・
低
予
算
で
参
加
で
き

る
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
少
子

化
対
策
、
ま
た
地
域
の
活
性

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
こ
と

が
大
き
い
と
思
う
が
、
長
万

部
町
も
結
婚
支
援
の
イ
ベ
ン

ト
等
を
開
催
し
て
は
。

　
町
長
　
国
で
は
少
子
化
対

策
と
し
て
地
域
少
子
化
対
策

重
点
推
進
交
付
金
制
度
を
創

設
し
て
い
る
。
道
で
は
「
北

海
道
出
会
い
づ
く
り
支
援
事

業
費
補
助
金
交
付
要
綱
」
を

定
め
、
結
婚
に
対
す
る
取
組

と
し
て
、
各
地
域
に
お
け
る

結
婚
支
援
の
基
盤
整
備
や
、

結
婚
相
談
窓
口
の
設
置
。
結

婚
を
希
望
す
る
方
々
の
希
望

の
実
現
へ
の
支
援
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
補

助
金
は
、
補
助
事
業
者
と
し

て
北
海
道
内
の
商
工
会
議
所
、

商
工
会
、
農
業
協
同
組
合
、

漁
業
協
同
組
合
、
信
用
金
庫
、

信
用
組
合
お
よ
び
社
会
福
祉

法
人
な
ど
を
対
象
に
し
た
制

度
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
町
村
で
も
事
業
実
施
計
画

を
策
定
の
う
え
、
道
を
通
し

て
申
請
が
で
き
る
。

　
結
婚
支
援
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
商
工
会

を
は
じ
め
町
内
各
団
体
等
に

補
助
制
度
の
周
知
を
し
て
い

く
と
と
も
に
、
各
団
体
の
意

見
等
を
聞
き
取
り
必
要
性
を

検
討
す
る
。

　
大
谷
　
結
婚
支
援
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
た
と
え
結
婚

に
至
ら
な
く
て
も
出
会
い
の

場
に
出
て
き
て
、
人
と
ふ
れ

あ
う
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
若
者

の
力
が
高
ま
り
地
域
の
活
性

化
に
繋
が
る
の
で
は
。
ま
た
、

農
業
、
漁
業
な
ど
地
域
産
業

の
後
継
者
育
成
に
繋
ぎ
た
い

狙
い
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
男
女
が
互
い

を
知
り
、
か
し
こ
ま
っ
た
雰

囲
気
じ
ゃ
な
く
打
ち
解
け
や

す
か
っ
た
と
い
う
意
見
も
聞

い
て
い
る
。

　
理
想
の
結
婚
相
手
を
見
つ

け
る
た
め
に
活
動
す
る
結
婚

支
援
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
た
結

婚
件
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、

少
子
化
対
策
や
、
地
域
活
性

化
に
繋
げ
た
い
と
自
治
体
も

出
会
い
の
場
づ
く
り
に
知
恵

を
絞
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
町

と
し
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
各
団
体
か
ら
の
支
援
の
取

組
が
上
が
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
再
度
伺
う
、
結
婚
支
援

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
進
め
て

は
。

　
町
長
　
町
が
や
る
の
で
は

な
く
、
各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ

企
画
し
、
そ
れ
に
支
援
し
て

い
く
と
い
う
形
に
な
る
。

結婚支援について

（町長）各団体の意見・要望を聞き必要性を検討する

― 大谷　敏弥　議員 ―
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年
明
け
早
々
に
は
平

成
　
年
度
予
算
づ
く
り
に
取

３０
り
か
か
る
こ
と
に
な
る
が
、

本
町
の
財
政
は
、
人
口
の
減

少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な

ど
で
極
め
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
る
。

　
町
長
は
町
政
執
行
方
針
で
、

「
将
来
の
北
海
道
新
幹
線
長

万
部
駅
開
業
を
見
据
え
、
本

町
が
誇
り
と
希
望
の
持
て
る

ふ
る
さ
と
と
し
て
未
来
に
向

か
い
永
続
的
に
発
展
で
き
る

よ
う
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

英
知
を
結
集
し
各
種
施
策
の

実
現
を
目
指
す
」
と
決
意
を

述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
限
ら

れ
た
財
政
の
中
で
取
り
組
む

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組

む
計
画
は
。

　
町
長
　
現
在
（
平
成
　
年
２９

　
月
）
、
各
課
か
ら
の
予
算

１２要
求
を
取
り
ま
と
め
、
経
常

経
費
　
の
査
定
が
終
了
し
た

（※）

段
階
で
あ
る
。
今
後
、
新
規

事
業
を
含
む
事
業
費
等
に
つ

い
て
は
、
優
先
度
や
費
用
対

効
果
を
見
極
め
、
最
小
の
経

費
で
最
大
の
効
果
と
な
る
施

策
や
事
業
の
選
択
と
集
中
を

図
り
、
予
算
編
成
を
進
め
る
。

　
 
　
　
年
後
の
新
幹
線
開

１３

業
を
見
据
え
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
策
定
後
の
展
開
は
。

　
町
長
　
引
き
続
き
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
議
に
よ
る
議

論
を
行
う
。
観
光
振
興
分
野
、

ま
ち
な
み
形
成
分
野
、
交
通

ア
ク
セ
ス
分
野
に
つ
い
て
、

行
政
と
民
間
が
役
割
分
担
を

し
開
業
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

で
提
言
さ
れ
た
駅
周
辺
整
備

　
町
長
　
災
害
対
策
全

般
、
新
幹
線
建
設
工
事

関
連
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
拡
大
や
理
科
大
ア
グ

リ
事
業
へ
の
期
待
、
空

き
家
対
策
、
町
立
病
院

の
課
題
改
善
な
ど
、
広

範
囲
な
分
野
に
多
く
の

意
見
・
要
望
を
い
た
だ

い
た
。
す
み
や
か
に
庁

内
会
議
を
開
催
し
、
担

当
部
署
と
十
分
に
対
応

策
を
協
議
し
て
い
る
。

　
短
期
的
・
中
長
期
的
課
題

に
分
け
、
費
用
対
効
果
や
優

先
順
位
を
勘
案
し
、
町
政
運

営
に
活
か
し
た
い
。

　
 
　
昭
和
　
年
に
完
成
し

４８

た
中
央
跨
線
橋
の
改
修
工
事

の
見
通
し
は
。

　
町
長
　
以
前
よ
り
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
と
の
間
で
大
規
模
改

修
に
係
る
協
議
を
行
っ
て
い

る
が
、
入
札
の
不
調
等
が
あ

り
改
修
工
事
実
現
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
平
成
　
年
の
橋

２８

梁
調
査
で
強
度
不
足
が
指
摘

さ
れ
、
同
年
、
強
度
確
保
の

た
め
の
応
急
修
繕
工
事
を

強度不足が指摘された中央跨線橋

を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
を
具
体
化
し
、
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

改
訂
と
、
ま
ち
の
機
能
を
整

理
す
る
立
地
適
正
化
計
画
を

定
め
、
道
道
昇
格
要
望
の
具

体
的
内
容
も
含
め
た
都
市
計

画
決
定
を
経
て
、
駅
前
広
場

お
よ
び
街
路
事
業
な
ど
の
道

路
事
業
、
自
由
通
路
、
ま
ち

の
駅
、
駐
車
場
な
ど
の
運
営

や
実
施
主
体
の
役
割
分
担
、

駅
舎
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
検
討

を
重
ね
、
そ
の
後
実
施
設
計

等
に
入
る
。
並
行
在
来
線
の

あ
り
方
の
検
討
や
、
観
光
・

交
通
な
ど
の
広
域
連
携
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
同
時
に

進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
 
　
移
動
町
長
室
で
出
さ

れ
た
町
民
の
意
見
・
要
望
の

町
政
運
営
は
。

新
年
度
予
算
編
成
と
行
財
政
運
営
は

（
町
長
）
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

―
  
　
　
健
　
議
員
 ―

行
っ
た
。
中
央
跨
線
橋
は
、

線
路
の
海
側
と
山
側
を
結
ぶ

重
要
な
人
道
橋
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
工
事
費
は
国

の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
を
活
用
す
る
た
め
、
実
施

設
計
を
も
っ
て
国
に
要
望
し
、

最
短
で
平
成
　
年
度
の
着
工

３２

に
向
け
、
事
業
を
進
め
た
い
。

　
人
件
費
な
ど
毎
年
経
常
的

（※）に
支
出
さ
れ
る
経
費
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村
川
　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
、
総
務
省
の
要

請
に
よ
り
本
町
も
平
成
　
年
２８

度
に
策
定
し
て
お
り
、
こ
の

計
画
は
平
成
　
年
度
か
ら
平

２９

成
　
年
度
ま
で
の
　
年
間
を

３８

１０

対
象
期
間
と
し
て
い
る
。

　
本
町
の
公
共
施
設
は
　
施
９２

設
あ
り
、
集
会
施
設
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
な
ど
は
半
数
以
上

が
築
　
年
、
学
校
教
育
を
支

４０

え
る
施
設
や
高
齢
者
福
祉
施

設
、
病
院
施
設
な
ど
、
町
民

の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
施

設
が
築
　
年
以
上
と
な
り
、

３０

近
い
将
来
施
設
の
更
新
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
個
別
計
画
を
策
定

す
る
の
か
。

　
町
長
　
今
後
、
個
別
計
画

を
作
成
す
る
こ
と
と
な
る
が
、

そ
の
前
段
と
し
て
本
年
度
お

よ
び
平
成
　
年
度
に
、
財
政

３０

推
計
の
作
成
お
よ
び
老
朽
化

が
著
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ

施
し
、
平
成
　
年
度
に
は
、

３２

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
や
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な

ど
の
各
種
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
な
が
ら
、
個
別
計
画

を
策
定
す
る
予
定
と
な
る
。

　
村
川
　
個
別
の
計
画
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
ど
こ
の

課
が
中
心
で
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
で
進
め
る
の
か
。

　
町
長
　
総
務
課
を
中
心
に
、

施
設
管
理
の
関
係
を
含
め
こ

れ
か
ら
協
議
し
た
い
。

　
村
川
　
平
成
　
年
ま
で
の

３２

間
に
は
、
病
院
や
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

や
各
地
域
会
館
の
話
も
出
て

く
る
と
思
う
が
、
建
て
替
え

る
と
い
う
検
討
も
さ
れ
る
の

か
。

　
町
長
　
建
て
替
え
後
に
財

政
破
綻
を
起
こ
す
よ
う
な
こ

と
は
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず

財
政
の
中
長
期
計
画
を
き
ち

ん
と
立
て
た
い
。
そ
れ
か
ら

年
次
を
決
め
、
統
廃
合
含
め

複
合
施
設
建
設
な
り
考
え
て

い
き
た
い
。

　
ま
ず
は
財
政
検
証
後
、
計

画
を
立
て
て
い
く
。

　
村
川
　
財
政
を
考
え
る
と

当
然
そ
う
な
る
だ
ろ
う
が
、

ま
だ
計
画
を
進
め
る
組
織
も

出
来
て
い
な
い
の
に
、
あ
と

２
年
で
町
民
の
意
見
も
聞
い

て
作
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

非
常
に
短
期
間
の
作
業
に
な

る
の
で
、
こ
れ
を
建
設
し
た

ら
こ
れ
は
統
廃
合
に
な
る
と

い
う
よ
う
な
、
あ
る
程
度
の

た
た
き
台
を
作
成
し
て
町
民

に
示
し
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
か
な
い
と
、
な
か
な
か
ま

と
ま
ら
な
い
の
で
は
。

　
町
長
　
仰
る
と
お
り
で
、

例
え
ば
地
域
会
館
ひ
と
つ

と
っ
て
も
、
新
築
す
る
地
域

が
あ
れ
ば
統
廃
合
す
る
地
域

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
の
賛
成
反
対
議
論
が

巻
き
起
こ
る
の
は
当
然
だ
。

た
た
き
台
を
き
ち
ん
と
提
示

し
な
い
と
、
議
論
の
前
進
に

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
そ
こ
ら
辺
は
十
分
 斟
 

し
ん

 酌
 

し
ゃ
く

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

公共施設の管理計画をどう進めるのか

（町長）財政検証後、たたき台を提示する

― 村川　毅　議員 ―

老朽化が進む公共施設

り
、
今
後
使
用

す
る
見
込
み
の

な
い
施
設
等
の

選
別
を
進
め
、

平
成
　
年
度
に

３１

お
い
て
財
政
の

中
長
期
計
画
も

考
慮
し
た
う
え

で
、
残
る
施
設

に
つ
い
て
町
民

の
み
な
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い

た
だ
く
と
と
も

に
、
各
施
設
の

長
寿
命
化
に
か

か
る
調
査
を
実
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北
川
　
本
町
の
新
幹
線
駅

周
辺
整
備
計
画
が
平
成
　
年
２９

３
月
に
公
表
さ
れ
、
同
年
６

月
末
に
国
土
交
通
省
よ
り
長

万
部
駅
周
辺
の
高
架
化
の
認

可
決
定
が
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
に
わ
か
に

新
幹
線
長
万
部
駅
の
未
来
像

が
現
実
味
を
帯
び
、
当
初
計

画
の
遂
行
を
遅
滞
な
く
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に

あ
る
と
思
う
が
、
計
画
の
進

捗
状
況
は
。

　
町
長
　
今
年
度
は
、
実
行

計
画
や
整
備
計
画
を
も
と
に
、

官
民
一
体
と
な
り
取
り
組
む

た
め
の
行
動
指
針
と
な
る

「
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
を
策
定
す
る
。
こ

れ
は
、
駅
前
広
場
や
自
由
通

路
の
整
備
案
の
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
観
光
振
興
分
野
、

ま
ち
な
み
形
成
分
野
、
交
通

ア
ク
セ
ス
分
野
に
つ
い
て
、

開
業
ま
で
の
行
動
指
針
を
策

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、

長
万
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
で
議
論
を
進
め
て
い
る
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策

定
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
こ

の
プ
ラ
ン
に
従
い
、
行
政
と

民
間
が
各
々
の
役
割
分
担
に

応
じ
、
着
実
に
実
行
し
て
い

く
た
め
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る

も
の
と
し
て
策
定
す
る
。

　
北
川
　
観
光
振
興
分
野
、

交
通
ア
ク
セ
ス
分
野
は
時
間

的
に
ま
だ
余
裕
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
ま
ち
な
み
形

成
分
野
は
喫
緊
の
課
題
と
し

て
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
。

　
ま
ち
づ
く
り
新
幹
線
課
参
事

　
今
年
度

は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

　
町
長
　
こ
れ
か
ら
具
体
的

に
ま
と
め
る
段
階
で
、
今
時

点
で
の
答
弁
は
無
理
で
あ
る
。

　
北
川
　
柑
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
は
具
体
的
に
時
限
を
明
記

し
て
指
標
を
設
定
し
て
お
り
、

「
街
な
み
環
境
整
備
の
実
施

に
向
け
て
は
合
意
形
成
や
補

償
、
家
屋
の
建
替
、
道
路
整

備
な
ど
非
常
に
長
い
時
間

（
　
年
程
度
）
が
必
要
と
な

１０
る
。
ま
た
駅
周
辺
エ
リ
ア
に

商
業
機
能
を
集
約
化
さ
せ
て

い
く
場
合
に
お
い
て
も
用
地

の
選
定
、
買
収
な
ど
に
長
い

期
間
が
必
要
と
な
る
」
と
し
、

「
こ
の
た
め
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
　
２９

年
度
以
降
早
急
に
こ
の
２
つ ＪＲ長万部駅

の
中
の
「
ま
ち
な
み
部
会
」

を
４
回
開
催
し
て
お
り
、
商

店
街
の
活
性
化
や
ま
ち
の
駅

に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

　
今
年
度
中
に
、
ま
ち
の
駅

の
位
置
や
商
店
街
の
活
性
化

の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
北
川
　
整
備
計
画
で
は
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向

け
た
方
向
性
等
と
し
て
、
敢

方
向
性
、
柑
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

桓
今
後
の
論
点
等
に
つ
い
て

言
及
し
て
お
り
、
敢
方
向
性

に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度

２９

以
降
「
本
町
通
の
拡
幅
整
備

に
よ
る
街
な
み
環
境
整
備
」

と
「
駅
周
辺
エ
リ
ア
へ
の
商

業
施
設
の
集
約
・
再
編
」
と

い
う
２
つ
の
視
点
で
検
討
を

進
め
る
と
し
て
い
る
が
、
こ

れ
に
変
更
は
な
い
か
。

新
幹
線
駅
周
辺
整
備
計
画
の
進
捗
状
況
は

（
町
長
）
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
に
お
い
て
　
　
　

　
　
　
　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
中
で
あ
る

―
 北
川
　
佳
嗣
　
議
員
 ―

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
た
う
え
で
、
具
体
的
な

方
針
を
定
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
に
な
る
」
と
し
て
い
る
。

　
桓
今
後
の
論
点
等
で
は
、

「
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考

え
る
と
、
平
成
　
年
度
以
降
、

２９

１
～
２
年
程
度
を
目
安
に
整

備
方
針
を
決
定
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
実
に
は
中
心
市
街
地
当
事

者
の
合
意
形
成
が
容
易
に
進

む
の
か
憂
慮
し
て
い
る
。
当

事
者
ら
も
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
不
安
を
払
拭
す
る
説
明

は
な
さ
れ
る
の
か
。

　
町
長
　
本
町
通
の
話
と
思

わ
れ
る
が
、
現
在
、
商
工
会

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
最
中

で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
て
今
後
進
め
た
い
。

　
北
川
　
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
回
収
後
の
集

計
時
期
や
結
果
報
告
に
つ
い

て
示
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政

と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
町
長
　
商
工
会
独
自
の
調

査
で
あ
り
、
行
政
は
関
与
し

て
い
な
い
。



一

般

質

問

（９）おしゃまんべ議会だより 第１９４号

　
北
川
　
平
成
　
年
８
月
の

２８

台
風
　
号
の
影
響
に
よ
り
、

１０

海
岸
か
ら
の
高
波
が
防
波
堤

や
国
道
５
号
線
バ
イ
パ
ス
を

乗
り
越
え
、
後
背
地
の
住
宅

や
事
業
所
に
大
き
な
被
害
が

出
た
。
同
年
開
催
の
第
４
回

定
例
会
に
て
、
こ
の
台
風
に

よ
る
越
波
被
害
の
防
止
策
に

つ
い
て
質
問
し
、
町
長
か
ら

は
「
海
浜
地
管
理
者
で
あ
る

北
海
道
に
要
望
を
続
け
た

い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

　
町
長
　
平
成
　
年
３
月
に

２９

行
わ
れ
た
函
館
建
設
管
理
部

地
域
社
会
資
本
推
進
会
議
に

て
、
北
海
道
に
対
し
堆
積
し

た
海
岸
砂
の
除
去
を
要
望
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
実
証
実

験
と
し
て
海
岸
砂
の
掘
り
下

げ
を
行
う
と
の
返
答
が
あ
り
、

同
年
４
月
に
消
防
署
前
約
１

０
０
丿
間
の
堤
防
の
海
岸
砂

を
除
去
し
、
堤
防
を
２
丿
露

出
さ
せ
る
工
事
が
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
月
に
１
度
、

函
館
建
設
管
理
部
に
よ
る
経

過
観
察
が
行
わ
れ
て
お
り
、

約
８
か
月
経
過
し
た
現
在
で

　
丶
ほ
ど
砂
が
堆
積
し
て
い

５０る
。
効
果
が
認
め
ら
れ
れ
ば

対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
く
と

の
こ
と
で
、
今
後
の
実
証
実

験
を
見
守
り
な
が
ら
引
き
続

き
要
望
を
行
い
た
い
。

　
北
川
　
予
想
よ
り
迅
速
な

対
応
が
あ
り
安
堵
し
て
い
た
。

実
証
実
験
で
堆
積
の
度
合
い

を
測
り
、
そ
の
後
、
残
り
の

部
分
の
着
工
可
否
が
決
定
さ

れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
実
証

実
験
の
期
間
は
示
さ
れ
て
い

る
か
。

　
町
長
　
工
事
か
ら
１
年
経

過
し
た
ら
、
１
年
目
の
実
験

報
告
が
出
て
く
る
と
思
う
。

　
だ
が
、
実
は
未
着
工
部
分

の
下
の
方
に
は
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
が
砂
に
埋
ま
っ
て
お
り
、

重
機
を
上
げ
る
と
そ
れ
ら
が

損
傷
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
今
回
は
１
０
０
丿
程
の

実
証
実
験
に
な
っ
た
。
実
際
、

８
か
月
で
　
丶
の
砂
が
堆
積

５０

し
た
と
い
う
事
が
実
証
実
験

の
元
に
な
る
デ
ー
タ
だ
と
思

う
の
で
、
こ
れ
ら
を
勘
案
し

要
望
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
北
川
　
一
番
状
態
が
良
く

な
い
箇
所
が
未
着
工
部
分
で

あ
る
が
、
そ
こ
に
消
波
ブ
ロ

ッ
ク
が
あ
り
工
事
が
困
難
な

こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。
た

だ
、
そ
の
部
分
こ
そ
複
数
の

公
共
施
設
や
道
道
３
・
４
・

３
交
差
点
、
住
宅
や
商
業
施

設
が
あ
る
。
で
き
れ
ば
未
着

工
の
中
浜
斜
路
ま
で
の
間
を

早
急
に
着
工
す
べ
き
と
思
う

が
、
引
き
続
き
要
望
を
続
け

る
の
か
。

　
町
長
　
そ
の
と
お
り
で
あ

る
。

国道５号線バイパス沿いの海岸における
　　砂や漂着物等の堆積物の除去に係わる改善措置の経過は

（町長）実験的に一部分の除去が行われ経過観察中である

― 北川　佳嗣　議員 ―

　
北
川
　
中
心
市
街
地
の

方
々
は
、
代
々
商
売
を
受
け

継
ぎ
、
町
の
経
済
を
支
え
て

き
た
方
達
で
あ
る
。
今
後
は

行
政
と
し
て
迅
速
に
、
時
間

や
労
力
を
惜
し
ま
ず
懇
切
丁

寧
な
説
明
や
情
報
開
示
が
求

め
ら
れ
る
と
思
う
が
。

　
町
長
　
今
後
、
本
格
的
に

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
本
町
通
の
方
向
性
だ
と

思
っ
て
い
る
。
上
が
っ
て
く

る
意
見
に
期
待
し
た
い
。

　
北
川
　
巨
大
な
長
方
形
の

新
幹
線
駅
が
誕
生
す
る
わ
け

だ
が
、
具
体
的
な
大
き
さ
を

実
感
で
き
な
い
町
民
が
大
勢

い
る
。
ホ
ー
ム
の
形
状
等
、

現
状
で
公
表
で
き
る
範
囲
で

の
ジ
オ
ラ
マ
や
模
型
等
が
あ

れ
ば
、
説
得
力
も
増
し
合
意

形
成
に
も
役
立
つ
と
思
う
。

作
成
計
画
は
。

　
町
長
　
駅
舎
等
の
設
計
ま

で
に
は
、
あ
と
２
年
か
か
る
。

そ
の
時
点
で
３
案
の
模
型
等

を
作
成
し
、
町
民
に
選
択
し

て
い
た
だ
く
。

未着工箇所の堤防付近



一

般

質

問

（１０） おしゃまんべ議会だより 第１９４号

防災対策を問う

（町長）本町に適したシステムの　
導入に取り組む

― 柏倉　恵里子　議員 ―
　
柏
倉
　
平
成
　
年
８
月
　

２９

２９

日
早
朝
と
９
月
　
日
の
朝
、

１５

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発
射

し
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
経
験
を

し
た
。
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ

れ
て
か
ら
到
達
ま
で
は
わ
ず

か
７
～
８
分
で
、
個
々
に
判

断
す
る
し
か
な
い
状
況
で
あ

る
。
家
あ
る
い
は
職
場
で
、

ど
こ
が
安
全
か
意
識
を
持
つ

こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
。
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
に
対
す
る
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
９
月
　
日
に
は
土
砂
災
害

１８

警
戒
お
よ
び
河
川
氾
濫
警
戒

の
た
め
、
避
難
勧
告
が
発
令

さ
れ
た
。
避
難
状
況
を
町
長

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　
月
に
は
地
域
防
災
マ
ス

１０
タ
ー
認
定
研
修
会
が
行
わ
れ
、

防
災
に
力
を
注
が
れ
て
い
る

が
、
全
町
一
斉
の
避
難
訓
練

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
ど
の

よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か
。

　
町
長
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
へ
の

対
応
は
、
個
々
人
の
判
断
に

委
ね
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
る
。
一
方
、
災
害
時
に
お

け
る
情
報
の
正
確
・
迅
速
な

伝
達
は
、
住
民
の
円
滑
な
避

難
や
避
難
所
に
お
け
る
各
種

情
報
の
入
手
な
ど
、
防
災
・

減
災
対
策
を
進
め
る
う
え
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
手
段

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
本
町
に
最
も
適
し
た
シ

ス
テ
ム
の
早
期
導
入
に
向
け

た
取
組
を
進
め
て
い
く
。

地
域
と
高
台
に
あ
る
地
域
で

は
避
難
へ
の
対
応
も
異
な
る

こ
と
か
ら
、
地
域
の
特
性
を

考
慮
し
た
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
防
災
訓
練
と
す
る
た
め

に
も
、
本
年
度
は
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
「
地

域
防
災
マ
ス
タ
ー
認
定
研
修

会
」
を
開
催
し
、
各
町
内
会

の
役
員
や
消
防
団
員
な
ど
、

町
内
外
か
ら
　
人
の
参
加
を

６３

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
　

月
１１

１
日
に
は
静
狩
地
区
に
お
い

て
、
風
水
害
等
の
自
然
災
害

や
土
砂
災
害
防
止
法
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
話
を
行
い
、
　
２０

　
近
年
各
地
で
発
生
し
て
い

る
自
然
災
害
を
 鑑
 み
る
と
、

か
ん
が

決
し
て
本
町
も
そ
の
例
外
で

は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
も

災
害
状
況
に
応
じ
た
避
難
勧

告
な
ど
に
よ
り
、
町
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
を
図
り
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
全
町
一
斉
避
難
訓
練
に
つ

い
て
は
、
各
町
内
会
毎
に
テ

ー
マ
を
決
め
て
自
主
的
な
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
連
合
町
内
会
長
と
相
談

を
し
た
。
訓
練
の
実
施
に
際

し
て
は
、
同
じ
長
万
部
町
内

で
あ
っ
て
も
、
海
岸
に
近
い

人
の
町
民
の
参
加
を
い
た
だ

い
た
。

　
よ
り
実
効
性
の
あ
る
避
難

訓
練
を
実
施
す
る
た
め
に
も
、

町
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識

の
向
上
は
重
要
で
あ
る
が
、

本
町
の
自
主
防
災
組
織
率
は

４
・
３
％
と
、
全
道
平
均
の

　
・
３
％
を
大
き
く
下
回
る

５４状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
町
内
会
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
取

組
を
進
め
て
い
く
。

　
柏
倉
　
防
災
行
政
無
線
を

戸
々
に
入
れ
る
考
え
が
あ
る 高砂地区のり面対策工事

　
避
難
勧
告
に
伴
う
避

難
状
況
に
つ
い
て
は
、

９
月
　
日
の
台
風
　
号

１８

１８

で
は
　
名
の
方
々
が
町

５０

内
４
か
所
の
会
館
に
避

難
を
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
本
町
で
は
こ

こ
数
年
、
人
命
に
関
わ

る
大
き
な
災
害
が
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
避
難

を
た
め
ら
っ
た
方
も
相

当
い
た
の
で
は
と
推
察

し
て
い
る
。



一

般

質

問

（１１）おしゃまんべ議会だより 第１９４号

　
柏
倉
　
平
成
　
年
　
月
の

２９

１０

全
国
求
人
倍
率
ラ
ン
キ
ン
グ

で
、
北
海
道
は
下
か
ら
２
番

目
の
　
番
目
１
・
　

で
、
全

４６

１３

国
的
に
労
働
力
不
足
と
言
え

る
状
況
だ
。
長
万
部
町
で
も

以
前
は
、
地
元
に
戻
り
た
く

て
も
働
く
と
こ
ろ
が
な
い
と

い
う
声
を
耳
に
し
た
が
、
現

在
は
企
業
か
ら
働
く
人
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
と
頼
ま
れ

る
状
況
だ
。
も
ち
ろ
ん
全
国

的
な
状
況
な
の
で
国
策
が
必

要
だ
が
、
町
と
し
て
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
た
い
も
の
だ
。

　
ま
ず
住
宅
の
確
保
、
そ
し

て
、
現
役
を
退
い
た
方
々
や

子
育
て
中
の
女
性
で
も
働
け

る
環
境
づ
く
り
、
こ
れ
は
企

業
の
協
力
も
必
要
な
の
で
、

協
力
し
て
く
れ
る
企
業
へ
の

優
遇
措
置
な
ど
、
町
と
企
業

が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、

労
働
力
確
保
に
向
か
う
の
は

い
か
が
か
。
町
長
に
伺
う
。

　
町
長
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は

こ
だ
て
が
発
表
し
た
平
成
　２９

年
　
月
の
函
館
管
内
有
効
求

１０
人
倍
率
は
１
・
　

倍
で
、
八

１２

雲
出
張
所
管
内
で
は
１
・
　０９

倍
と
な
っ
て
お
り
、
依
然
と

し
て
労
働
力
不
足
と
い
え
る
。

て
い
る
。

　
事
業
者
向
け
の
職
場
環
境

改
善
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相
談

な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
も

企
業
等
へ
の
周
知
に
努
め
て

い
き
た
い
。

　
柏
倉
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
家
探
し
ウ
ェ
ブ
へ
の
問
い

合
わ
せ
は
あ
る
か
。

　
町
長
　
個
人
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
は
な
い
が
、
企
業
か

ら
は
現
在
４
社
あ
る
。

　
柏
倉
　
空
き
家
調
査
の
結

果
と
、
そ
れ
へ
の
働
き
か
け

は
。

　
町
民
課
長
　
順
次
行
っ
て

い
る
が
、
空
き
家
は
個
人
の

財
産
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
部

私
自
身
も
企
業
な
ど
か
ら
労

働
者
の
紹
介
を
頼
ま
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
る
が
、
現
実
と

し
て
町
内
に
は
労
働
者
と
な

る
方
が
不
足
し
て
お
り
、
要

望
に
応
え
ら
れ
な
い
現
状
だ
。

　
労
働
力
不
足
問
題
を
解
消

す
る
た
め
の
住
宅
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
町
内
の
企
業
な

ど
で
従
業
員
の
住
ま
い
を
用

意
す
る
な
ど
、
労
働
者
を
確

保
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
企
業
や
事
業
者
の
自

助
努
力
で
確
保
願
い
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
働
け
る
環
境
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
や
特
に
小

さ
い
子
の
い
る
女
性
に
は
非

常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、

働
き
続
け
る
こ
と
に
よ
り
労

働
力
不
足
解
消
に
も
繋
が
る

こ
と
と
な
る
。
企
業
な
ど
に

お
か
れ
て
は
、
職
場
環
境
改

善
や
職
員
の
処
遇
改
善
に
向

け
て
の
意
識
を
高
め
、
企
業

自
身
が
自
社
の
魅
力
や
特
色

を
発
信
す
る
こ
と
で
人
材
確

保
・
定
着
に
繋
が
る
よ
う
努

力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

労
働
力
不
足
問
題
を
ど
う
す
る

（
町
長
）
要
望
に
　
　
　
　
　
　

　
　
　
応
え
ら
れ
な
い
現
状
だ

―
 柏
倉
　
恵
里
子
　
議
員
 ―

分
も
あ
る
の
で
、
な
か
な
か

難
し
い
。

　
柏
倉
　
現
役
を
退
い
た
方

や
子
育
て
中
の
女
性
は
、
意

欲
が
あ
っ
て
も
働
け
る
場
所

や
職
種
が
限
ら
れ
て
い
る
の

が
現
状
だ
。
町
長
の
所
へ
は

企
業
の
方
々
も
訪
問
さ
れ
る

の
で
、
も
う
少
し
企
業
側
に

も
努
力
を
し
て
い
た
だ
き
、

労
働
力
確
保
に
努
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
町
長
　
労
働
に
は
、
や
は

り
賃
金
や
生
産
力
が
伴
う
の

で
、
な
か
な
か
理
解
が
得
ら

れ
る
の
は
難
し
い
気
は
す
る

が
、
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。

よ
う
だ
が
、
次
年
度
の
当
初

予
算
に
組
み
込
む
の
か
、
ど

の
ぐ
ら
い
か
け
て
全
戸
に
設

置
さ
れ
て
い
く
予
定
な
の
か
。

　
町
長
　
新
年
度
は
、
電
波

が
ど
こ
ま
で
届
く
か
電
波
調

査
関
連
予
算
だ
け
を
計
上
し
、

そ
の
後
、
　

～
　
年
度
で
防

３１

３２

災
無
線
の
設
置
を
し
た
い
。

町ホームページ空き家情報（抜粋）



一

般

質

問

（１２） おしゃまんべ議会だより 第１９４号

　
辻
　
今
年
も
師
走
に
入
り
、

平
成
　
年
度
に
向
け
た
予
算

３０

編
成
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と

と
思
う
。
北
海
道
新
幹
線
長

万
部
駅
の
高
架
化
へ
の
変
更

認
可
を
受
け
、
将
来
の
駅
周

辺
整
備
に
向
け
た
議
論
が
加

速
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
近

年
、
商
工
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
と
り
わ
け
商
店
や
事

業
者
の
後
継
者
不
足
・
担
い

手
不
足
に
よ
り
、
将
来
事
業

経
営
を
断
念
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
況
が
発
生
す
る
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
で
も
、

３０

商
工
業
活
性
化
の
た
め
の
補

助
事
業
を
商
工
会
と
連
携
を

図
り
、
商
店
街
の
賑
わ
い
を

取
り
戻
せ
る
よ
う
な
政
策
を

打
ち
出
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
町
長
　
平
成
　
年
６
月
、

２９

新
幹
線
長
万
部
駅
高
架
化
が

認
可
に
な
り
、
駅
周
辺
整
備

や
町
道
本
通
線
の
道
道
昇
格

な
ど
に
向
け
た
具
体
的
な
議

論
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
商
店
街
は
将
来

の
新
幹
線
駅
開
業
時
に
は
、

多
く
の
人
々
を
も
て
な
す
町

の
顔
と
し
て
の
役
割
を
担
う

こ
と
と
な
る
の
で
、
商
工
会

に
お
い
て
は
、
後
継
者
・
担

い
手
対
策
や
商
工
業
を
活
発

化
さ
せ
る
た
め
の
積
極
的
な

議
論
を
期
待
し
て
い
る
。

　
平
成
　
年
に
も
議
員
よ
り

２８

商
工
業
の
活
性
化
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
国
の
制
度
を

活
用
し
商
工
会
と
連
携
し
取

り
組
み
た
い
と
回
答
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
　２８

要
で
あ
る
。
町
と
し
て
は
、

そ
の
事
業
計
画
を
基
に
、
商

工
会
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見

交
換
を
行
い
、
必
要
な
施
策

を
進
め
た
い
。

　
辻
　
室
蘭
市
で
は
店
舗
の

内
装
を
変
え
る
場
合
に
は
２

０
０
万
円
、
松
前
町
で
は
３

０
０
０
万
円
の
予
算
で
上
限

が
２
０
０
万
円
と
い
う
よ
う

な
内
容
の
独
自
の
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
全
て
い
い

わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り

年
に
北
海
道
経
済
産
業
局
産

業
部
長
が
来
町
し
、
積
極
的

に
国
の
補
助
事
業
の
説
明
を

な
さ
れ
、
商
工
会
と
も
協
議

さ
れ
て
い
る
の
で
、
有
効
に

活
用
が
で
き
る
事
業
が
あ
れ

ば
町
と
し
て
も
支
援
を
検
討

し
た
い
。

　
商
工
業
の
活
性
化
は
、
商

工
会
の
主
た
る
事
業
で
あ
り
、

最
初
に
商
工
会
が
事
業
計
画

を
企
画
立
案
さ
れ
る
の
が
必

長
期
の
商
工
振
興
対
策
に
つ
い
て

（
町
長
）
商
工
会
で
事
業
の
企
画
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
案
を
し
て
ほ
し
い

―
 辻
　
　
紀
樹
　
議
員
 ―

長
万
部
町
も
何
ら
か
の
支
援

策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
町
長
　
商
工
活
性
化
の
事

業
と
い
う
の
は
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
こ
れ
を
や
り
な
さ
い

と
い
う
よ
り
、
商
工
会
自
体

が
活
性
化
事
業
を
立
案
し
、

事
業
企
画
を
提
案
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　第１回定例会（３月）までの各常任委員会、

議会運営委員会の所管事務等の調査事項を次

のとおり決めました。

《総務常任委員会》

　・環境衛生事業

　・保健福祉事業

　・ガス事業

　・地域会館等整備事業

　・防災事業

《産業建設常任委員会》

　・除雪事業

　・観光振興

《議会運営委員会》

　・議会運営に関する事項及び議長の諮問に

　　関する事項

所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管管事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務務調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調所管事務調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ががががががががががががががががががががが受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持持っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容（委員会が受け持っている調査内容））））））））））））））））））））））

活性化が期待される中央商店街



一

般

質

問

（１３）おしゃまんべ議会だより 第１９４号

　
辻
　
全
国
的
に
介
護
施
設

等
の
人
材
不
足
が
叫
ば
れ
て

お
り
、
長
万
部
町
内
に
お
い

て
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。
人
材
の
確
保
は
各
事

業
者
の
責
務
と
は
考
え
る
が
、

事
業
者
に
お
い
て
労
働
条
件

や
職
場
環
境
の
改
善
な
ど
、

努
力
を
重
ね
て
も
な
か
な
か

成
果
が
上
が
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が

続
く
と
、
施
設
利
用
者
の
安

全
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
低
下
に

繋
が
り
、
町
民
の
利
用
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

　
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対

策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
が
、
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

　
町
長
　
平
成
　
年
第
４
回

２８

定
例
会
で
他
の
議
員
よ
り
同

様
の
質
問
を
受
け
、「
町
内
で

働
く
資
格
取
得
者
の
確
保
が

難
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

理
解
し
て
い
る
が
、
人
材
の

確
保
は
事
業
者
の
必
須
条
件

れ
、
国
・
道
の
指
針
に
お
い

て
も
中
長
期
的
な
視
点
で
人

材
の
確
保
・
定
着
対
策
を
進

め
る
べ
き
と
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
何
ら
か
の
方
策
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
検
討
を
行
っ
て

き
た
。
福
祉
・
介
護
職
員
の

安
定
的
な
人
材
確
保
と
定
着

を
図
る
た
め
、
町
民
等
に
対

し
資
格
取
得
に
要
す
る
経
費

の
一
部
を
助
成
し
、
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
人
材

不
足
の
解
消
に
繋
げ
る
な
ど

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
辻
　
実
施
時
期
は
い
つ
頃

か
。

　
町
長
　
で
き
れ
ば
平
成
　３０

年
度
の
当
初
予
算
に
盛
り
込

み
た
い
。

　
辻
　
有
資
格
者
が
、
長
万

部
町
内
の
施
設
に
勤
務
す
る

た
め
引
っ
越
し
て
く
る
よ
う

な
場
合
、
例
え
ば
引
っ
越
し

代
金
の
一
部
負
担
な
ど
の
支

援
対
策
は
で
き
な
い
か
。

　
町
長
　
そ
れ
は
事
業
者
が

引
っ
越
し
代
金
等
を
負
担
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
。

介護施設等の人材確保について

（町長）支援制度実施を検討中

― 辻　　紀樹　議員 ―

デイサービスセンター

で
あ
り
事
業
者

等
が
努
力
す
る

も
の
と
認
識
し

て
い
る
」
ま
た

「
特
定
の
資
格

取
得
に
対
し
て

の
補
助
は
難
し

い
」
と
答
え
た
。

　
し
か
し
な
が

ら
、
　

歳
以
上

８５

の
高
齢
者
の
増

加
に
よ
り
、
福

祉
・
介
護
の
人

材
の
需
要
も
今

ま
で
以
上
に
伸

び
る
と
考
え
ら



（１４） おしゃまんべ議会だより 第１９４号

　　（２）伸び悩む町内宿泊者数

　　　　新幹線開業で東京が日帰り圏になり、思っていたほどの増には結びついていない。

　　（３）町営駐車場の定期利用の減少

　　　　並行するＩＧＲいわて銀河鉄道の乗客にも利用されており、利用台数は増加傾向にあ

　　　るものの、月極駐車台数は減少傾向にある。　

　平成２９年１０月１９日（木）視察先：青森県東津軽郡今別町

　○視察内容

　１．奥津軽いまべつ駅周辺整備事業

　　　昭和６３年３月１３日に津軽海峡線が開業した際に「津軽今別駅」が設置されたが、待合室

が狭いことや観光地のＰＲや観光案内の拠点がないということから、平成８年に総事業費

約２億円で「半島プラザアスクル」を建設。また、北海道新幹線開業に向けて平成２６年に

総事業費約１億円で物産販売、レストラン、トイレの拡大、観光・道路情報コーナーを新

たに整備している。

　　　リニューアル後、売上・入込客数ともに増加し、新幹線駅効果のみだけではなく、道の

駅での買い物や食事を目的とした来場者が増加している。

　２．新幹線開通による効果

　　　道の駅内にレンタカー営業所を誘致し

ている。レンタカーの利用はほぼ毎日あ

り、津軽半島周遊観光などの観光拠点と

して潜在的な需要を掘り起こしている。

　　　新幹線乗降者数は１日平均で平成２８年

度は約１２０人、平成２９年度は約１００人と

なっているが、広域人口からすると決し

て少なくないのではないかと分析してい

るようである。

　３．今後の課題等について

　　　奥津軽への観光客誘致と二次交通の促

進を図るとともに観光モデルコースや時

間等の設定が必要となっている。

　　　また、町内に宿泊施設が不足してることから、地方創生拠点整備事業により合宿、修学

旅行のほか一般観光客も宿泊可能な体育施設を総事業費約７億円で建設中である。

　【まとめ】

　　　いわて沼宮内駅、奥津軽今別駅の周辺事業について視察調査し、そのほかに以前視察し

た新幹線駅も含め自主研修してきたが、新幹線駅や駅周辺整備事業のほか、開業後の現状

や課題も含め調査することができた。今回の視察調査で得た成果を、わが町の新幹線駅及

び駅周辺整備事業計画などに生かしていきたい。

　　　行政・議会そして町民がそれぞれの立場で協力し合い、新幹線を核としたまちづくりに

向けて、まち全体が一丸となって邁進することが肝要である。そのため本特別委員会とし

てもさらなる調査・研究に取り組んで参りたい。

駐車場奥に見える道の駅「アスクル」



（１５）おしゃまんべ議会だより 第１９４号

新幹線駅周辺整備事業視察調査報告書
～まちづくり・新幹線調査特別委員会～

　平成２９年１０月１７日（火）～１９日（木）、本特別委員会にて岩手県岩手郡岩手町、青森県東津軽

郡今別町を訪れ、新幹線駅周辺整備事業について視察調査を実施いたしました。

　第４回定例会において報告した内容を、紙面の都合上一部抜粋して掲載いたします。

　平成２９年１０月１８日（水）視察先：岩手県岩手郡岩手町

　○視察内容

　１．いわて沼宮内駅周辺整備事業

　　　東北新幹線いわて沼宮内駅の開業に合

わせ、多目的集会施設を併設した鉄骨造

３階建の「岩手広域交流センター・プラ

ザあい」を総工費約１０．７億円で建設した。

　　　さまざまなイベントが開催できる多目

的ホールや、人数に合わせて選べる会議

室、広域物産コーナー、広域観光コー

ナー、総合案内、レンタカーコーナーな

どを備え、人が集う交流拠点として活用

されている。

　　　また、町営駐車場として、西口南駐車

　　場３８台、西口北駐車場９６台、東口正面駐

　　車場８３台、計２１７台分を整備しており、料

　　金は２時間まで無料、月極料金は西口北が３，６００円、東口正面が４，１００円となっており、そ

　　の他に、東口にイベント時等の臨時駐車場として４０台分を整備している。

　２．まちづくりの取り組み

　　　駅周辺整備に合わせて、新幹線駅、道の駅、街の駅、川の駅からなる「４つの駅構想」

に基づき、「交流と連携」をキーワードとした地域地盤づくりを進めており、相乗効果によ

るまちの活力促進を図り、交流人口６０万人を目指している。

３．新幹線開業による課題

　（１）並行在来線問題

　　　経営分離に伴う鉄道運賃について、

県南（ＪＲ）と県北（ＩＧＲいわて銀

河鉄道）の運賃格差が生じており不均

衡是正は開業後から問題視されている。

　　　鉄道ダイヤについては、ＪＲに比べ

本数増加等により利便性が向上されて

いるものの、いわて沼宮内－盛岡間は

並行するバス路線の運賃が低額である

ことから、鉄道利用からバス利用に移

行する利用客が多くなっている。

岩手広域交流センター「プラザあい」

道の駅「石神の丘」



（１６） おしゃまんべ議会だより 第１９４号

10月13日

　①議会だより第１９３号を編集

12月15日

　①議会だより第１９４号の編集について

　　協議

議会広報編集特別委員会

11月16日
　①土木事業
　　町道新開線外側溝取替工事について
　　調査（現地調査）

　②林業振興
　　町有林一般造林事業（作業道新設、
　　地拵・植栽）について調査
　　（現地調査）

　③所管事務調査
　　第１回定例会までの所管事務調査を
　　協議

産業建設常任委員会

10月25日

　①議会改革等に関する調査

　　これまでの検討事項及び意見交換会

　　の開催状況について協議

11月27日

　①議会改革等に関する調査

　　意見交換会の開催について協議

12月15日

　①議会改革等に関する調査

　　意見交換会、議会の運営に関する基

　　準について協議

議会改革等に関する
調査特別委員会

一般質問
合計

意見書

決　議

請願

陳情

町長・議員提出議案会議

日数

会　　　　期
区分

件数人数その他人事決算予算条例日数日　　程

４件４人２６件１件－件２件１件－件１６件６件３日９日３月９日～１７日第１回

５件４人１９件２件－件３件１１件－件３件－件２日６日６月１５日～２０日第２回

４件３人２３件－件－件５件１件８件５件４件３日８日９月８日～１５日第３回

９件６人１２件－件－件－件－件－件８件４件２日４日１２月１２日～１５日第４回

● 平成２９年中の議会運営状況 ●

 ● 定 例 会

合計
意見書

決　議

請願

陳情

町長・議員提出議案会議

日数

会　　　　期
区分

その他人事決算予算条例日数日　　程

１件－件－件－件－件－件１件－件１日１日１月３０日第１回

６件－件－件１件－件－件３件２件１日１日５月１１日第２回

３件－件－件－件－件－件３件－件１日１日１０月２５日第３回

１件－件－件－件－件－件１件－件１日１日１１月２４日第４回

 ● 臨 時 会

委 員 会 活 動
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10月20日

　①病院事業

　　消防用設備設置について調査

　②地域会館等整備事業

　　国縫振興会館等建替工事について調

　　査

12月８日

　①高齢者生活福祉センター運営事業

　　高齢者生活福祉センター増築工事に

　　ついて調査（現地調査）

　②環境衛生事業

　　火葬場使用料の改正、火葬場備品購

　　入等について調査

　③所管事務調査

　　第１回定例会までの所管事務調査を

　　協議

総務常任委員会

10月５日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　立岩トンネル（ルコツ）工事進捗状

　　況及び新幹線ルートの調査（現地調

　　査）、新幹線駅周辺整備事業視察調

　　査について協議

10月17日～19日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　新幹線駅周辺整備事業視察調査

　　（岩手県岩手町、青森県今別町）

11月27日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　先進的アグリビジネス事業について

　　調査（現地調査）、まちづくりアク

　　ションプランについて調査

12月８日

　①まちづくり・新幹線等に関する調査

　　立岩トンネル（ルコツ）工事進捗状

　　況現地調査及び新幹線駅周辺整備事

　　業視察調査報告書について協議

まちづくり・新幹線
調査特別委員会

議会運営委員会

10月20日

　①第３回臨時会の運営について協議

11月16日

　①第４回臨時会の運営について協議

12月８日

　①第４回定例会の会期及び日程、提出

　　される議案などの取扱いについて協

　　議、第１回定例会までの所管事務調

　　査について協議

12月12日

　①第４回定例会の運営について協議
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議 会 う ご きの

 １０月　

　２日　先進的アグリ事業関連工事（トマ

　　　　トハウス）地鎮祭　　　　副議長

　３日　道南地区林活議連総会・研修会

　　　　（函館市）　　　　　　　　各議員

　17日　渡島管内市町議会議員研修会

　　　　（北斗市）　　　　　　　　全議員

　25日　第３回臨時会　　　　　　全議員

 １１月

　20日　地方自治法施行70周年記念式典・

　　　　シンポジウム（東京都） 議　長

　21日　渡島町村議会議長会行政視察

　　　　（和歌山県） 議　長

　22日　全国町村議会議長大会

　　　　（東京都） 議　長

　23日　飯生神社新嘗祭　　　　　副議長

　24日　第４回臨時会　　　　　　各議員

 １２月

　12日　第４回定例会 全議員

　15日　第４回定例会 全議員

議場のテレビ放映

役場１階ロビーで定例会、

臨時会の模様を放映して

います。

お願い

議長宛ての案内などの文書は、

議会事務局へ送付ください。

次の定例会は３月です

議会を傍聴してみませんか

署名をしないで傍聴することが

できるようになりました。

　
「
長
万
部
高

校
の
教
育
を
地

域
と
と
も
に
考

え
る
会
」
は
、

一
昨
年
キ
ャ
ン
パ
ス
高
に
指

定
さ
れ
た
高
校
の
存
続
に
危

機
感
を
も
っ
た
同
窓
会
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
を
中
心
に
昨
年
５
月
に

設
立
。
先
生
方
や
議
員
も
参

加
し
て
３
回
の
会
合
を
開
き

ま
し
た
。
町
は
す
で
に
制
服

代
支
給
や
通
学
費
の
補
助
、

給
食
の
支
援
な
ど
で
生
徒
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
受
験
生
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
会
で
は
中
学
生

が
魅
力
を
感
じ
て
進
学
し
た

い
と
思
う
高
校
と
は
等
活
発

な
意
見
交
換
が
さ
れ
、
　

月
１０

に
開
催
さ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
地
元
の

高
校
の
必
要
性
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
の
思
い
が
中

学
生
や
保
護
者
に
届
い
て
、

今
春
以
降
、
受
験
生
が
増
え

る
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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会
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毅
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この広報紙は

再生紙を使っ

ています。


